
スマホ1つでいつでもどこでも情報を得られる現代―。

インターネットやSNSの普及に伴い、多くの情報に触れられる一方で、

「フェイクニュース」や「フィルターバブル」といった問題が顕在化しています。

様々なメディアが存在する中で、放送メディア、そして公共放送が果たす役割とは何なのか。

報道現場の最前線に立つ2人がその責任や使命感を熱く伝えます。

～ローカル・グローバル  報道の現場から～

名古屋大学大学院国際開発研究科　　名古屋大学大学院情報学研究科グローバルメディア研究センター　　ＮＨＫ名古屋拠点放送局

■講演者紹介 ＮＨＫ名古屋拠点放送局　報道部

18：00～19：35 （開場／17：30）
2019年11月5日火

特別キャリアセミナー

味田村 太郎
慶應大学大学院公法学修了。
1994年NHK入局。
初任地の神戸放送局で阪神大震災を経験、被災地
取材を続ける。
本部科学文化部で原子力取材などを担当。
米国MITのジャーナリストプログラムに研修留学。
2009年からは、ヨーロッパ特派員でパリ駐在。
2014年から、初代ヨハネスブルク支局長として、
アフリカ30か国以上で現地取材。紛争、国際開発、
環境、感染症問題などを取材してきた。
去年より現職。

山本 恵子
名古屋大学教育学部卒業。
名古屋大学大学院国際開発研究科修士課程修了。
1995年NHK入局。
金沢放送局、東京・社会部を経て、2014年から
NHKの国際放送「NHKワールド」で世界に向け英
語でニュースを発信。
2019年6月より現職。取材デスクとしての顔と11
歳の娘の母としての顔を併せ持つ。
主な関心分野は、子ども・子育て、教育、女性の活
用、働き方改革など。

会場／ 名古屋大学  
 国際開発研究科棟8階多目的オーディトリアム

参加方法

申込締切： 11月1日（金）正午

■プログラム
18：00～  開催にあたって
18：05～ 「報道の仕事とは」
  NHK   山本 恵子
18：25～ 「国際報道の現場から」
  NHK   味田村 太郎
18：55～ ディスカッション
 「放送メディアのこれから」・質疑

セミナー終了後、
個別に質疑・キャリア相談も可能です！

学生の方はどなたでも参加可能な
無料の公開セミナーですが、
申込フォームより
事前申し込みが必要です。

申込はこちら


